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各　　位
中部ＥＳＤ拠点　代表　　飯吉 厚夫（中部大学総長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平野 眞一（名古屋大学総長）

中部ＥＳＤ拠点協議会へ参加のお願い

国連は2005年1月からの10年を「国連　持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の１０年」（2005－2014）とする決議を行いました。ここで期待されている「教育」とは、大学などの学校教育（公的教育）と市民や地域社会、企業が行っている学校外教育（生涯・社会教育）が互いに連携しながら地球規模の課題である自然環境保全、安全・安心、エネルギー、資源、健康福祉、ジェンダー平等、地域経済再生、貧困の撲滅、感染症、まちづくりなど持続可能な社会に向けての教育活動を指します。

国連大学は、この「ＥＳＤ」を推進するために「持続可能な開発のための教育の１０年のための地域拠点」プロジェクトを立ち上げ、現在４８地域が国連大学により拠点として認定をうけています。このプロジェクトには、世界の大学、公教育機関のみならず、行政機関、国内外の企業、メディアなどが参加しています。日本政府行動計画には、今後国内の大学など高等教育機関がＥＳＤを促進し、教育プログラムに取り入れることが盛り込まれています。　　

中部大学、名古屋大学、なごや環境大学、東海・中部地域「持続可能な発展のための教育の１０年」市民推進会議の四者が連携し、国連大学へ中部地域拠点の認定を得るための申請を行いました結果、認定を得ることができました。そして、10月9日には国連大学より認定書が授与され、正式に「中部ＥＳＤ拠点」が発足いたしました。

このような状況をふまえ、中部地域において、ＥＳＤに関連する情報の共有、大学、行政、市民活動、企業と協働のＥＳＤプロジェクトの推進、世界各地のＥＳＤ地域拠点と連絡し、国際貢献を行うことを目的として、大学、行政、教育機関、市民団体、企業、国際協力等の各分野の諸機関・諸団体からなる「中部ＥＳＤ拠点協議会」が、本年１月１４日に発足いたしました。
つきましては、中部ＥＳＤ拠点の当面の運営については、上記４団体に加えて３団体（岐阜大学・三重大学・中部環境パートナーシップオフィス）の７団体からなる運営委員会を構成して責任をもって担う所存でございます。
別添の「中部ＥＳＤ拠点協議会参加同意書」にご記入いただきまして、中部ESD拠点事務局（担当：古澤）までご返送いただけると幸いです。

連絡先：「中部ＥＳＤ拠点協議会参加同意書」送付先：
中部ＥＳＤ拠点事務局　古澤礼太（中部大学中部高等学術研究所研究員）
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